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【研究の背景・目的】 
ほとんどの恒星は惑星を持っている。これまで、

天文学者は地球近傍の恒星の周りを回る数千個の太

陽系外惑星を発見してきた。その中には、地球と同

じような大きさや温度の惑星もあり、生命が存在す

る可能性がある。ほとんどの既知の惑星は、星の光

のなかのなんらかの惑星による摂動によって発見さ

れていますが、惑星の画像情報がないために、その

組成や物理的性質について限られた情報しか得られ

ない。太陽系外惑星の詳細な研究、そして地球サイ

ズの惑星の場合の生命活動の可能性を検出するため

には、大型望遠鏡で惑星を直接撮像する必要がある。

しかし、惑星は星よりもはるかに暗く通常のカメラ

では明るい星の光で見えなくなってしまうため、こ

れは非常に困難である。 

本研究の目的は、地球近傍の星の生命居住可能領

域にある巨大な惑星を撮像して研究し、生命居住可

能領域で惑星がどのように形成され、進化していく

のかを理解することにある。 

【研究の方法】 

望遠鏡口径 8.2m のすばる望遠鏡を使って、近くの

星の周りにある太陽系外惑星を撮影する。惑星の光

は、分光器によって分析され、大気の化学組成や温

度が測定される。新しいフォトニクスを用いたアプ

ローチは、従来の撮像システムとは根本的に異なる。

光を光ファイバーに導入し、星の光をフィルタリン

グする。これにより、より効率的で精密なキャリブ

レーションが可能となり、従来よりも星に近い位置

にある惑星の撮像が可能となる。 

また、大気ゆらぎを補正する補償光学システムを

改良し、フォトニック機器が安定した光学ビームで

高性能に動作するようにする。このシステムの改良

には、大気ゆらぎを測定するためのより高感度のカ

メラや、大気ゆらぎを積極的に打ち消すことができ

るより高性能の可変形鏡が含まれる。 

【期待される成果と意義】 

地球近傍の若い星の生命居住可能領域内にある新

しい惑星を発見し撮像する。これにより、この領域

で惑星がどのように形成され、進化していくのかを

理解することができる。今回撮像される惑星は地球

よりも大きいが、この観測結果は、地球サイズの生

命居住領域の惑星を含む小さな惑星が、塵やガスか

らどのように形成されるかについての情報を与える。 

具体的には、惑星を形成するためのダストやガス

がどのように惑星に衝突するのか、また生命居住可

能領域での惑星形成の重要段階において、そのよう

な物質がどのような組成であるのかを測定する。 

本研究で開発する新しい技術アプローチは、将来

的には、30 メートル望遠鏡（TMT）などの大型望遠

鏡を用いて、居住可能な地球型惑星の撮像や分光観

測を可能にする。また、すばる望遠鏡で得られた経

験を生かし、TMT で地球型惑星の生命活動の兆候を

識別できる感度を持つフォトニックシステムの設計

にも取り組む予定である。 
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